
          教育研究推進計画      令和２年度 

 

１ 研究主題 

自己を見つめ，人としての生き方について考え， 

よりよく生きようとする力を育む道徳教育の創造 
～小・中をつなぐ主体的・対話的で深い学びの授業づくりと 

   道徳学習プログラム「吉（よ）き舎（やど）りプログラム」を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

本中学校区では，小学校２校，中学校１校で小中一貫教育目標を「自ら学び 考え 自立した行動が

できる『きさ』の子どもの育成」とし，平成 30 年度より研究教科を「特別の教科 道徳」とした。昨

年度の研究主題を「自己を見つめ，自己の生き方について考えを深め，よりよく生きようとする力を育

む道徳教育の創造～小・中をつなぐ主体的・対話的で深い学びの授業づくりと道徳学習プログラム『吉

（よ）き舎（やど）りプログラム』を通して～」と設定し，研究を行ってきた。授業では児童が「問い」

をもち，思考を深める対話を通して「見方・考え方」を広げ，ねらいとする道徳的価値に迫ることがで

きるように，教材提示や中心発問の工夫等を行ってきた。 

本年度は，重点項目を「Ａ善悪の判断，自律，自由と責任（自主，自律，自由と責任）」「Ｂ友情」「Ｃ

伝統文化の尊重・国や郷土を愛する態度（郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度）」「Ⅾ自然愛護」

と設定し，系統的で特色ある道徳教育を推進するとともに，重点的指導を工夫しながら，内容項目全体

の効果的な指導が行えるようにし，児童のよりよく生きようとする力を育んでいく。 

さらに体験活動や各教科，総合的な学習の時間，特別活動等を道徳科と関連付けた道徳学習プログラ

ム「吉き舎りプログラム」を作成し，地域の特色や地域で暮らす人々や伝統，文化について理解を深め，

郷土を愛する心情を育てていきたい。 

  

３ 目標と取組 

 小中９年間を貫く道徳教育の実践研究を行う。 

○「考え・議論する道徳科」の実現 

・主体的に自分との関わりで考え，多様な感じ方・考え方を交流することで，生き方について考えを深

めることができる道徳科の授業づくりを行っていく。そのために，低学年では，教材の特質に応じて

登場人物と自己を重ねながら，道徳的価値やよりよい生き方について考えられる発問の工夫を行う。

そのために，役割演技を取り入れ，話し合うことを通して，道徳的価値について実感的に理解を深め

ていく。中学年では，児童の教材理解の程度を意識する。そのために，役割演技や映像資料等を工夫

し，教師も児童と同じ目線に立って疑問を投げかけたり，問い返したりしていく。少人数学級のため，

教師も児童とともに価値観を増やしつつ，ファシリテーターとしての役割を行っていく。高学年では，

個人差や人間関係の成熟度を意識する。そのために，児童の多様な意見を教師が整理し，関連付けを

行い，道徳的価値について広めたり深めたりしていく。本校は，完全複式学級となるため，隔年で教

科書の内容を学習している。そのため，発達段階に差がある。そこで，教材の内容を理解しやすくな

るような教材提示の工夫（挿絵，紙芝居，ICTの活用など）を行う。また，発達段階の個人差に合わ

せた適切な支援を工夫し，互いに高め合う道徳授業を目指す。 



 

○体験と道徳科を関連付け，生き方を考えさせる道徳教育の実現 

・体験活動や各教科，総合的な学習の時間，特別活動等を道徳科と関連付けた道徳学習プログラム「吉

き舎りプログラム」の実践と改善を行う。各学年の発達段階に合わせ期間を限定していくことで，め

ざす姿を児童と教師が相互に意識しながら実践することができる。本年度は，地域の教育発展に寄与

した日彰館高校の創設者「奥愛次郎」について総合的な学習と関連付けながら，地域教材の開発にも

努めていく。また，地域人材（ゲストティーチャー）を招いた授業展開を年間１回以上計画する。 

○「特別の教科 道徳」の指導と評価の一体化 

・道徳ノートを中心にした，認め，励ます個人内評価の実現と，指導の改善・充実に生かす授業評価の

実現をめざす。各学期ごとの評価は，重点項目と「吉き舎りプログラム」を関連づけ，おおくくりな

まとまりを踏まえた評価を行っていく。 

 

４ 研究の仮説と検証の視点 

（１） 研究の仮説 

（２）検証の視点･方法 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道徳性の発達段階を意識した授業づくり，道徳額数プログラムの改善，指導と評価の一体化を行えば，よ

りよく生きようとする力を育むことができるであろう。 

＜検証の視点＞ 

（１）自分の考えをノートに記述することによって，児童が自分の中に育ちつつある道徳的価値について問

いかけ，新しく発見し，自己の生き方について考えを深めることができたか。 

 

（２）振り返りの場において，他者の考えを受け止め，感じ方や考え方は１つではない，多様であることを 

理解し，自分への自信や児童が生活している現実の場面・状況においても道徳的価値の実現を図ろうと 

する心情が育ったか。 

 

＜検証方法＞ 

○意識調査の実施（児童・教職員） 

【児童】 

「『道徳の時間』では，自分のことを振り返りながら考えている」 

「『道徳の時間』では，友達と話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げたりしている」 

「『道徳の時間』で勉強したことを，自分の生活にいかしている」 

「みんなで協力し合って，よりよい学級や学校をつくろうとしている」 

「住んでいる地域が好きだ」 

の項目に肯定的に回答する児童の割合が９５％以上。 

 

【教職員】 

「『道徳の時間』では，児童が自分のことを振り返りながら考えるような指導の工夫をしている」 

「『道徳の時間』では，児童が友達と話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げたりするような指

導の工夫をしている」 

「『道徳の時間』では，『特別の教科 道徳』の趣旨を踏まえた，多様な指導方法の工夫を取り入れている」 

「児童に道徳性を育成するための体験活動が充実していると思う」 

「自校の道徳教育に関する研修は充実していると思う」 

の項目に肯定的に回答する教職員の割合が９０％以上。 

 



 
５ 研修計画および検証計画 

（１）研修計画 

４月 学校経営計画・教育研究推進計画 授業観察 理論研修（評価・吉き舎りプログラム） 

５月 学習指導案検討  

６月 学習指導案検討  模擬授業  授業研究   

７月 研究授業の分析と検証 児童・保護者アンケート  

８月  教材研究 教材作成 学力向上及び授業改善について 公開研究会指導案作成 公開

研究会指導案検討 模擬授業 いじめ防止研修 道徳プログラム作成 学習発表会シ

ナリオ作成 

９月  模擬授業  

１０月 研究紀要・プレゼン作成 公開研究会 

１１月 公開研究会の分析と検証 

１２月  児童・保護者アンケート・ノート分析 

１月 模擬授業   

２月 授業研究  三次市学力到達度検査の実施及び分析   

３月 来年度研究主題・副題の設定 年間指導計画・シラバスの作成 

 

（２）検証計画 

４月  計画作成 道徳アンケート 

５月  ｉ-check 

６月  授業観察  児童・保護者・教職員アンケート 

７月  授業観察   

１０月  授業観察   

１１月  授業観察 

１２月  児童・保護者・教職員アンケート i－heck 

１月  授業観察 三次市学力到達度検査 道徳アンケート 

２月  三次市学力到達度検査分析・検証 

 


